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学習指導要領 総合工科高校 学力スタンダード 

(1)

数

と

式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 数と集合 

（ア）実数 

   数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単な

無理数の四則計算をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自然数、整数、有理数、無理数の包含関係など、実数

の構成を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実数と直線上の点が一対一対応であることを理解し、

実数を数直線上に示すことができる。 

 

 

 

 

 

・実数の絶対値が実数と対応する点と原点との距離であ

ることを理解する。 

 

 

 

 

・ 無理数の加法及び減法、乗法公式などを利用した計

算ができる。また、分母だけが二項である無理数の

分母の有理化ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・分母と分子がともに二項である無理数の分母の有理化

ができる。 

 

 

 

 

 

(例１) 
22

6
27183  を計算せよ。 

(例２)  2623  を計算せよ。 

(例３) 
35

1


の分母を有理化せよ。 

(例) 次の空欄に適当な数の集合を記入せ

よ。 

無理数

 ア

イ

ウ

整数

 
 

(例) 実数(1)2.5，(2)π，(3) 3 が対応

する数直線上の点はどれか答えよ。 

  


    Ｅ

 

 

(例)  
13

13




の分母を有理化せよ。 

(例) 次の値を求めよ。 

 (1)   2     (2)   62   
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（イ）集合 

   集合と命題に関する基本的な概念を理解し、

それを事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 式 

（ア） 式の展開と因数分解 

   二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解

を深め、式を多面的にみたり目的に応じて式を

適切に変形したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・集合に関する基本的な用語・記号や集合の包含関係を

理解するとともに、ベン図や数直線を活用して、二つ

の集合について、共通部分、和集合、補集合を求める

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二つの集合について、「ド・モルガンの法則」を理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ bdxbcadacxdcxbax  )())(( 2 などの基本的

な公式を活用して、二次式の展開や因数分解ができる。

また、式の置き換えや一文字に着目するなどして、展

開・因数分解ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例) 次の二つの集合A，B の関係を，

  を使って表せ。 

 (1) 正方形の集合を A  

   ひし形の集合をB  

(2) A＝{ x  x3 } 

B ＝{ x  x1 } 

(例) 集合U を1から9までの自然数の集

合とする。 

U の部分集合A＝｛2,3,5,7｝， 

B ＝｛5,6,7｝について、次の集合を求めよ。 

(1) BA      (2) BA  

(3) A         (4) BA   

 

(例)  U ＝｛n 　n は1桁の自然数｝を全体

集合とし、U の部分集合A，B ，C に

ついて、以下が成立している。 

B ＝｛1,4,8,9｝， 

BA ＝｛1,2,4,5,7,8,9｝， 

CA ＝｛1,2,4,5,6,7,9｝， 

BA ＝｛4,9｝， CA ＝｛7｝ 

CB  ＝｛1｝  

(1) 集合 Aを求めよ。  

(2) 集合 CB  を求めよ。 

(例) 次の問に答えよ。 

(1) )34)(23( axax  を展開せよ。 

 (2) 372 2  xx を因数分解せよ。 

 (3) 1 yxxy を因数分解せよ。 

(4)     54
2

 yxyx を因数分解せよ。  
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（イ） 一次不等式 

   不等式の解の意味や不等式の性質について

理解し、一次不等式の解を求めたり一次不等式

を事象の考察に活用したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・式の置き換えや一つの文字に着目するなどして 複雑

な式を簡単な式に帰着させ、展開・因数分できる。 

 

 

 

 

 

・数量の大小関係についての条件を不等式で表すことが

でき、大小関係を処理する上での基本となる不等式の

性質を理解する。 

 

 

 

 

 

 

・不等式の解の意味を理解するとともに、不等式の性質

を利用して、一次不等式や連立不等式を解くことがで

きる。また、日常的な簡単な事象について一次不等式

や連立不等式を活用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一次不等式や連立不等式を解くことができ、整数解の

個数など、解を吟味して解決できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例) (1) 2)( cba  を展開せよ。 

(2) 2323 22  yxyxyx を因

数分解せよ。 

(例１)不等式   xx 34233  ≦  を解け。 

(例２) 連立不等式 
 








32473

1296

xx

xx

≧

＜
  

   を解け。 

(例３) 1 枚 2g のカードを 7g の封筒に入

れて、30g以内にして送りたい。 

カードは、最大何枚入れて、送るこ

とができるか。 

(例) ba  のとき，次の□の中に＜，＞の

いずれかの記号を記入せよ。 

 (1) 2a □ 2b  (2) 3a □ 3b  

(3) 2a □ 2b   (4) 
3

a
□

3

b
 

（例）次の不等式を満たす最小の自然数を

求めよ。   nn
2

1
4

5

1
4   
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(2) 

図

形

の

計

量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 三角比 

（ア）鋭角の三角比 

   鋭角の三角比の意味と相互関係について理

解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鋭角の三角比の定義を、直角三角形の辺の比と角の大

きさとの間の関係として理解し、直角三角形の辺の長

さを求めることができるとともに、身近な事象に活用

でき、身近なものの長さ（高さ、距離等）や角度を求

めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角比の相互関係を理解し、一つの三角比の値から残

りの三角比の値を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・90°－θの三角比について理解し、適切に活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例) 鉄塔を支えるために、50mのロープを地

上のA地点から鉄塔の先端Bまで張った。

先端Bの真下の地点をHとするとき、BAH

＝40°であった。塔の高さBHを求めよ。 

(例)  90C である直角三角形ABC において、

5

1
cos  のとき、 Asin , Atan の値を求め

よ。 

 

 

(例) 地点 A から塔の先端 P を見上げた角   

は60°であった。次に、塔へ向かって水平に10m

進んだ地点B からP を見上げた角は 45°であ

った。先端P の真下の地点をH とするとき、塔

の高さPH を求めよ。 

(例)  90C である直角三角形ABC におい

て、
5

4
cos A のとき、次の問に答えよ。 

(1) Asin ， Atan の値を求めよ。  

 (2) )90cos( A－ ， )90sin( A ， 

)A－90tan( の値を求めよ。 
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（イ）鈍角の三角比 

   三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、鋭

角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値を

求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）正弦定理・余弦定理 

   正弦定理や余弦定理について理解し、それら

を用いて三角形の辺の長さや角の大きさを求

めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・角と座標との関係を理解し、鈍角の三角比の定義が鋭

角の三角比の定義の拡張であることを理解する。また、

180°－θの三角比について理解し、鈍角の三角比を求

めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・座標平面を利用して、三角方程式を0°から180°まで

の範囲で解くことができる。 

 

 

 

 

 

・三角形の辺と角の間に成り立つ基本的な関係として正

弦定理及び余弦定理を理解し、正弦定理や余弦定理を

利用して、辺の長さを求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・さらに、三角形の外接円の半径とその三角形の三角比

との関係を考察し、正弦定理を理解するとともに、正

弦定理や余弦定理を利用して、辺の長さや角の大きさ

を求めることができる。 

(例) 次の図を用いて、 ＝120°のときの

sin ， cos ， tan の値を求めよ。 









 







 

(例)  が次のときの三角比の値を求めよ。 

(1)100° (2)140° (3)170° (4)180° 

(例)  1800 ≦≦ において、次の方程式を

満たす を求めよ。 

 
2

1
cos    

(例) 次の問に答えよ。 

(1) △ABC において、b ＝4，A＝60°， 

B ＝45°のとき、a を求めよ。 







 

 



 

 (2) △ABC において、b ＝5，c ＝8， 

A＝60°のとき、a を求めよ。 

   
 












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(3) 

二

次

関

数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用す

ること。 

 

 

 

 

 

 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだす

こと。また、二次関数のグラフの特徴について理

解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 三角形の面積を二辺とその間の角によって求められ

ることを理解し、測量で面積を求める際に有用であ

ることを理解する。 

 

 

 

 

 

 

・関数の定義を理解し、基本的な事項（定義域、値域、

座標平面等）を理解するとともに、座標平面上の点の

平行移動や二次関数で表される事象を判断できる。 

 

 

 

 

 

 

・関数を表現する記号として )(xf を理解し、活用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

・対称軸（直線 px  ）や頂点 ),( qp に着目して二次関

数のグラフの特長を捉えることができ、二次関数

cbxaxy  2 を qpxay  2)( の形に変形し、二

次関数のグラフをかくことができる。 

 

(例) 次の問に答えよ。 

(1) △ABC において、c ＝ 6 ，a ＝2，

C ＝60°のとき、A及び外接円の半径

R を求めよ。 

(2) △ABC  において、a ＝8，b ＝7， 

c ＝13のとき、C を求めよ。 

(例) 座標平面上の点 A )1,2( 　　 を x 軸方向

に 2、 y 軸方向に-3 だけ平行移動した

点の座標を求めよ。 

(例) 関数 42)(  xxf について、 )1(f ， 

)2(f ， )3( af  を求めよ。 
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イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 

   二次関数の値の変化について、グラフを用い

て考察したり最大値や最小値を求めたりする

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数 cbxaxy  2 のグラフの特徴について理解

し、与えられた式を適切に変形して二次関数のグラフ

をかくことができる。また、与えられた条件から、二

次関数の式を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数のグラフから頂点又は軸を境として、関数の

値の増減が変化すること理解し、二次関数の最大や最

小を考察でき、具体的な事象に活用できる（閉区間を

含む。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例１) 二次関数 322  xxy につい

て、次の問に答えよ。 

(1) qpxay  2)(＝ の形に変形せよ。 

(2) 頂点の座標と軸の方程式を求めよ。 

(3) 二次関数 322  xxy のグラフを

かけ。 

(例２) 次の空欄に適当な数値を記入せ

よ。 

「頂点が )2,1( となるように関数

22xy  を平行移動した二次関数の

方程式は、  xy (2＝ □ 2) □であ

る。」 

 

(例) 次の二次関数に最大値、最小値があ

ればそれを求めよ。 

(1) 2)2( 2 xy＝    

(2) 2)2( 2  xy＝  

(3) )30(142 ≦≦＝ xxxy   

(例１) 二次関数 542 2  xxy＝ の軸と

頂点を求め、グラフをかけ。また、

頂点と軸を求めよ。 

(例２) 軸が 2＝x である二次関数のグラ

フが、２点 )4,1(A  ， )5,4(B を通

るとき、そのグラフを表す二次関数

を求めよ。 

(例３) ３点 )5,1(A ， )1,2(B ， 

)7,3(C  を通る放物線を表す二次

関数の方程式を求めよ。 

 



教科：数  学 科目：数学Ⅰ                         別紙１                                                              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）二次方程式・二次不等式 

   二次方程式の解と二次関数のグラフとの関

係について理解するとともに、数量の関係を二

次不等式で表し二次関数のグラフを利用して

その解を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数のグラフを活用して、制限された区間（開区

間も含む。）における二次関数の最大や最小について考

察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数のグラフと x 軸との共有点の x 座標は二次方

程式の解であることを理解し、x  軸との共有点の x 座

標を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数のグラフと x 軸との位置関係を、判別式D の

符号により判断でき、x 軸との共有点が存在するとき、

共有点の x 座標を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数のグラフと x 軸との位置関係により、二次不

等式の解の意味を理解し、二次関数のグラフを活用し

て、 x 軸との共有点が２個である場合の二次不等式に

ついて解くことができる。 

 

 

 

 

 

(例) 次の二次関数の最大値、最小値があ

ればそれを求めよ。 

(1) )21(4122 2 ≦≦＝ xxxy   

(2) )41(342 ≦＝ xxxy   

(3) )41(122  xxxy ≦＝  

(例) 次の二次関数のグラフと x 軸との共

有点の x 座標を求めよ。 

(1) 432  xxy＝   

(2) 442  xxy＝  

(例) 次の二次不等式を解け。 

(1) 0)4()1( ＜ xx  

(2) 022 ≧ xx  

(例) 次の二次関数のグラフと x 軸との共

有点の個数を答えよ。 

(1) 432  xxy＝   

(2) 442  xxy＝  

(3) 453 2  xxy＝  
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(4) 

デ 

 

タ

の

分

析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア データの散らばり 

四分位偏差、分散及び標準偏差等の意味につい

て理解し、それらを用いてデータの傾向を把握

し、説明する。 

 

 

 

 

イ データの相関 

散布図や相関係数の意味を理解し、それらを用

いて二つのデータの相関を把握し説明すること。 

 

・二次関数のグラフと x 軸との共有点が１個又は０個で

ある場合の二次不等式についても解くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・最小値、四分位数、最大値、四分位範囲、四分位 

偏差、分散、標準偏差等の用語について理解する 

とともに、データから最小値、第１四分位数、第 

２四分位数(中央値)、第３四分位数、最大値を求 

め、これらを基にして箱ひげ図をかくことができ 

る。また、四分位偏差を求め、複数のデータの散 

らばりについて比較、説明することができる。 

 

・散布図や相関係数の意味を理解するとともに、二 

つのデータの相関について説明できる。 

 

・散布図が表す形状と相関係数の関係について把握 

できる。相関係数の絶対値が1 に近いほど相関が 

強いことを理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 

(例) 次の二次不等式を解け。 

(1) 0962 ≧ xx  

(2) 01062 ＜ xx  

(3) 01062  xx  

 

(例) 変量x と変量y との散布図を作った 

ところ，次の図のようになった。 

y 

 x 

２つの変量x ，y の相関係数として，最も 

近い値を下から選びなさい。 

(1) -0.9 (2) -0.6 (3) 0.0 

(4) 0.6 (5) 0.9 (6) 1. 
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(1) 

い

ろ

い

ろ

な

式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 式と証明 

（ア）整式の乗法・除法、分数式の計算 

三次の乗法公式及び因数分解の公式を理解し、そ

れらを用いて式の展開や因数分解をすること。また、

整式の除法や分数式の四則計算について理解し、簡

単な場合について計算をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１文字の３次式の展開や因数分解ができる。 

（例１）次の式を展開せよ。 

（１） 31x  

（２）  422 2  xxx  

（例２）次の式を因数分解せよ。 

   273 x  

 

・1次式で割るような整式の除法ができる。 

（例１）次の整式Aを整式B で割った商と余り 

を求めよ。 

（１） 852  xxA  3 xB  

 （２） 733  xxA  3 xB  

（例２）ある整式  xP を 22  xx で割ると， 

商が 15 x ，余りが 43 x である。 

この整式  xP を求めよ。 

・二項定理やパスカルの三角形の考えを用いて、式の

展開ができる。 

（例）二項定理を用いて、次の式を展開せよ。 

 41x  

・簡単な分数式の計算ができる。 

（例）次の計算をせよ。 

（１）
3

1

1

1
2 




 x

x

x
 

（２）
   332

2




 x

x

xx

x
 

（３）
13

3

2

1




 xx
 

 

・２文字の３次式の展開や因数分解ができる。 

（例１）次の式を展開せよ。 

      332 yx   

 

（例２）次の式を因数分解せよ。 

     
33 278 yx   
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（イ）等式と不等式の証明 

等式や不等式が成り立つことを、それらの基本的

な性質や実数の性質などを用いて証明すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・整式の除法の考え方を活用できる。 

（例）整式 1223  xxx を整式B で割ると， 

商が 1x ，余りが 23 x である。 

B を求めよ。 

 

・二項定理の考えを用いて、項の係数などを求めるこ

とができる。 

（例） 72 yx  の展開式における 34 yx の係数 

を求めよ。 

 

・分数式の計算ができる。 

（例） 次の計算をせよ。 

（１）
8

2
3

2





x

xx
 

（２）
yx

yx

yx

yx

2

2

4

4
22

22









 

 （３） 
4

23

23

32
22 








x

x

xx

x
 

 

 

・恒等式の意味を理解する。 

（例）    22 235511 xxxbxa   

がxについての恒等式となるように， 

定数 ba, の値を求めよ。 

 

・簡単な等式や不等式を証明ができる。 

(例１)次の等式を証明せよ。 

       1211 222

 xxx  

(例２) ba＞ のとき，次の不等式を証明しなさい。 

  baba 5243  ＞  

 

・平方完成を用いて、不等式の証明ができる。 

 

(例)次の不等式を証明しなさい。 

  aa 692 ≧  
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イ 高次方程式 

（ア）複素数と二次方程式 

数を複素数まで拡張する意義を理解し、複素数の

四則計算をすること。また、二次方程式の解の種類

の判別及び解と係数の関係について理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・簡単な条件つき等式の証明ができる。 

（例） ab 1 のとき，次の等式を証明せよ。 

     122 222
 baba  

・等式の証明ができる。 

（例）次の等式を証明せよ。 

      222222 bxaybyaxyxba   

・両辺を 2 乗して比較したり、相加・相乗平均の考え

方などを用いて不等式の証明ができる。 

（例） 00 ＞　，＞ ba のとき，次の不等式が成り 

立つことを証明せよ。 

（１） baba  ＞  

（２） 8
16

≧
a

a   

 

・条件付つき等式の証明ができる。 

（例）次の等式の証明をせよ。 

（１）
d

c

b

a
 のとき，

db

ca

db

ca









を証明 

せよ。 

（２） 01  yx のとき， xyyx  22
 

を証明せよ。 

 

 

・複素数の相等の意味を理解する。 

実部と虚部に整理できる。 

 （例）次の等式をみたす実数 ba , を求めよ。 

ibia 51223   

 

（例）次の等式をみたす実数x， y を求めよ。 

      iyixi 2132   

・簡単な複素数の四則計算ができる。 

（例１）次の計算をせよ。 

（１）  ii 231   

（２） 53   
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（イ）因数定理と高次方程式 

因数定理について理解し、簡単な高次方程式の解

を、因数定理などを用いて求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例２）
i

i

21

3




を bia の形に表しなさい。 

  

・複素数の範囲で２次方程式が解ける。 

（例）複素数の範囲で次の２次方程式を解きなさ 

い。  0432  xx  

 

・解と係数の関係の意味を理解する。 

（例１）２次方程式 0423 2  xx の２つの解 

を  , とするとき，   ， の値を 

求めよ。 

（例２）次の２数 i4 ， i4 を解にもつ２次方 

程式を１つ作りなさい。 

 

・２次方程式の解の判別について理解する。 

 （例）次の２次方程式が異なる 2つの虚数解を 

    もつように実数k の値の範囲を求めよ。 

    0132  kxx  

 

・解と係数の関係を利用して、対称式などの値を求め

ることができる。 

 (例)２次方程式 0522  xx の２つの解を 

 , とするとき， 22   の値を求めよ。 

 

 

・剰余の定理の意味を理解する。 

（例）   653  xxxP を 1x で割った余り 

   を求めよ。 

・剰余の定理を利用して、文字の値などを求めること

ができる。 

（例）整式   3223  axaxxP が 1x で 

割り切れるように，定数aの値を定めよ。 

・剰余の定理の考え方を利用して、整式の余りを求め

ることができる。 

 

（例）整式  xP を 2x で割ると余りは５， 3x  

で割ると余りは10である。  xP を 

  32  xx で割ったときの余りを求めよ。 
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(2) 

図

形

と

方

程

式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 直線と円 

（ア）点と直線 

座標を用いて、平面上の線分を内分する点、外分

する点の位置や二点間の距離を表すこと。また、座

標平面上の直線を方程式で表し、それを二直線の位

置関係などの考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・因数定理の意味を理解する。 

（例１）   4423  xxxxP について、 

1x が因数であるかどうか調べよ。 

また， 1x が因数であるかどうか調べよ。 

（例２）整式   673  xxxP を因数分解し 

たい。次の問いに答えよ。 

（１）  xP を 1x で割り切れることを示せ。 

（２）（１）の結果を用いて， 673  xx を 

   因数分解せよ。 

・因数定理を用いて因数分解ができる。 

（例） 1243 23  xxx を因数分解せよ。 

 

・簡単な高次方程式を解くことができる。 

（例）次の方程式を解きなさい。 

（１）    0542  xxx  

（２） 093  xx  

（３） 032 24  xx  

 

・因数定理を利用して、高次方程式を解くことができ

る。 

（例）次の方程式を解きなさい。 

（１） 014 x  

（２） 013 x  

（３） 02234  xxxx  

 

 

・数直線上や座標平面上の２点間の距離を求めること

ができる。 

（例）次の２点間の距離を求めよ。 

（１）A（－３），B（４） 

（２）A（－２，７），B（１，３） 

 

・数直線上の線分や座標平面上の線分を内分する点，

外分する点の座標を求めることができる。 

また，三角形の重心の座標を求めることができる。 

（例） 

（１）２点 A（－４），B（６）に対して線分

AB を３：２に内分する点，外分する点

の座標を求めよ。また，線分ABの中点

の座標を求めよ。 
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（２）２点A（２，４），B（５，－２）を結ぶ

線分ABを１：２に内分する点，外分す

る点の座標を求めよ。 

（３）３点A（１,－４），B（－２，１）， 

C（４，－３）を頂点とする△ABCの重

心Gの座標を求めよ。 

・座標平面上の２点から等距離にある座標軸上の点を

求めることができる。 

（例）A（２，－３），B（５，－２）から等距

離 にある y 軸上の点を求めよ。 

 

・点対称な点の座標を求めることができる。 

（例）A（６，－１）に関して，点B（４，３）

と対称な点Cの座標を求めよ。 

・座標軸について対称な点や原点について対称な点の

座標を求めることができる。 

（例） 

点A（２，－３）について次の問いに答えよ。 

（１）点 A とx軸に関して対称な点 B の座標

を求めよ。 

① 点Aと原点について対称な点Cの座標を

求めよ。 

・公式を用いて直線の方程式を求めることができる。 

(例)  

（１）点A（３，２）を通り傾きが４である直

線の方程式を求めよ。 

（２）２点A（－１，２），B（１，６）を通る 

直線の方程式を求めよ。 

・二直線の位置関係を直線の傾きから考察できる。 

（例）次の直線のうち，互いに平行なもの，垂

直なものを求めなさい。 

① 53  xy    ② 032  yx  

③ 013  yx   ④ 0124  yx  

・１点を通り，与えられた直線に平行な直線や垂直な

直線の方程式を求めることができる。 

（例）点A（１，３）を通り，直線 5
2

1
 xy

と垂直な直線の方程式を求めよ。 
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（イ）円の方程式 

座標平面上の円を方程式で表し、それを円と直線

の位置関係などの考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・公式を用いて点と直線の距離を求めることができる。 

（例）点A（－１，２）と直線 53  xy の 

距離を求めよ。 

・二直線の交点を求めることができる。さらに，他の

直線との関係について考察できる。 

（例）次の３直線が１点で交わるとき定数k の

値を求めよ。 

012  yx ， 02  yx ， 

03  ykx  

・３点が同一直線上にある条件について考察できる。 

(例）次の 3 点が一直線上にあるとき，aの値

を求めよ。A(２，５),B（４，９）,C（－１，a ）  

 

 

・与えられた条件から円の方程式を求めることができ

る。 

（例）（１）点A（１，２）を中心とする 

半径３の円の方程式を求めよ。 

（２）２点A（１，３），B（３，５）を直径 

の両端とする円の方程式を求めよ。 

・円と直線の共有点の座標を求めることができる。 

（例） 円 522  yx と直線 1 xy の共有点

の座標を求めよ。 

・３点を通る円の方程式を求めることができる。 

（例）３点A（２，０），B（１，－１）， 

C（３，３）を通る円の方程式を求めよ。

また，この円の中心と半径を求めよ。 

・円と直線の共有点について考察できる。 

（例）円 122  yx と直線 kxy  2 の共有点 

の個数は,定数 k の値によってどのよう

に変わるか。  

 

・円と直線が２点を共有するとき、その 2 点を結ぶ線

分の長さを求めることができる。 

（例）円 522  yx と直線 053  yx の 

二つの交点を結ぶ線分の長さを求めよ。 
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イ 軌跡と領域 

軌跡について理解し、簡単な場合について軌跡を

求めること。また、簡単な場合について、不等式の

表す領域を求めたり領域を不等式で表したりするこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二つの円の位置関係について、二つの円の中心の距

離と二つの円の半径との和や差から考察できる。 

（例）点A（－１，３）を中心とし， 

    円 4)1()2( 22  yx と外接している 

円の方程式を求めよ。  

・円の周上の点における接線の方程式を求めることが

できる。 

（例）円 2522  yx 上の点A（３，４）に 

おける接線の方程式を求めよ。 

・円の外部から引いた円の接線の方程式を求めること

ができる。 

（例）点A（３, １）を通り， 円 522  yx に 

接する直線の方程式を求めよ。 

 

 

・２定点から等距離にある点の軌跡を求めることがで

きる。 

（例）２点O（０，０），A（１，１）から等距 

離にある点の軌跡を求めよ。 

 

・直線の上側や下側、または円の内部や外部を表す不

等式から、その領域を図示することができる。 

また、図示された領域から不等式を求めることがで

きる。 

(例１)  次の不等式の表す領域を図示せよ。 

（１） 32  xy  

（２）
22 　yx  ≦4 

 

・連立不等式などの表す領域を図示することができる。

また、図示された領域から不等式を求めることができ

る。 

(例１）次の連立不等式の表す領域を図示せよ。









02

02
22 xyx

yx
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（例２）次の図の斜線部分の領域を表す不等式

を求めよ。 

（１） 











 

ただし，境界線を含む。 

（２） 





 







 

ただし，境界を含まない。 

 

(例２) 次の図の斜線部分の領域を表す不等式

を求めよ。 















 

ただし，境界を含まない。 
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(3) 

指

数

関

数 

・ 

対

数

関

数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 指数関数 

（ア）指数の拡張 

指数を正の整数から有理数へ拡張する意義を理解

すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）指数関数とそのグラフ 

指数関数とそのグラフの特徴について理解し、そ

れらを事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・累乗や３乗根、４乗根の値を求めることができる。 

（例）次の問に答えよ。 

（１） 4 81の値を求めよ。 

（２）81の４乗根を求めよ。 

（３） 2

1

16 の値を求めよ。 

（４） 3

2

125


の値を求めよ。 

・指数法則や累乗根の性質を利用して、乗法や除法の

計算を行うことができる。 

（例）次の計算をせよ。ただし， 0a とする。 

（１） 045   

（２） 44 82   

（３） 4

9

4

1

33   

（４） 63 222   

・指数法則や累乗根の性質を利用して、２重根号をは

ずしたり、累乗の異なる数の乗法や除法、同じ累乗根

の加法や減法の計算できる。 

（例）次の計算をせよ。ただし， 0a ， 0b  

とする。 

（１） 3 27  

（２）

3

2

4

3

9

25

























 

（３） 48 3264   

（４） 33 19224   

（５）      2

3
42223 

 abbaba  

 

 

・指数関数 xay  のグラフがかける。 

（例） 次の指数関数のグラフをかけ。 

（１）
xy 3  

（２）

x

y 









2

1
 

・指数が有理数の範囲まで拡張されている数について、

指数関数の特徴を踏まえて大小関係を求めることが

できる。 

（例）次の数の大小関係を，不等号を用いて

表せ。 

（１）
54 ，1，

24
 

（２）

2

3

1








，

3

3

1










，0  
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イ 対数関数 

（ア）対数 

対数の意味とその基本的な性質について理解し、

簡単な対数の計算をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）対数関数とそのグラフ 

対数関数とそのグラフの特徴について理解し、そ

れらを事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

・指数が有理数の範囲まで拡張された数や累乗根の大

小関係について求めることができる。 

 

（例）次の数の大小関係を，不等号を用いて

表せ。 

（１）

3

4

1








 ，

42
，

0

8

1








 

（２） 3 ，3 9 ， 7 81 

 

・ ba x  、 ba x  の形の指数方程式、指数不等式を

解くことができる。 

（例） 次の方程式，不等式を解け。 

（１） 279 x
 

（２） 3
3

1









x

 

・いろいろな指数方程式、指数不等式を、 ba x  、

ba x  などの形に帰着して解くことができる。 

（例） 次の方程式，不等式を解け。 

（１） 84 1 x
 

（２）
39

1

3

1
2









x

 

 

・対数の定義を理解し、底の変換公式等を用いて対数

の値を求めることができる。 

（例） 次の値を求めよ。 

（１） 27log 3  

（２）
81

1
log 3  

（３） 2log 8  

 

・対数の基本的な性質を用いて、加法・減法ができる。 

（例） 次の計算をせよ。 

（１） 128log8log 44   

（２） 12log15log20log 333   

 

・対数関数 xy alog のグラフがかける。 

（例）次の対数関数のグラフをかけ 

（１） xy 2log  

（２） xy
3

1log のグラフをかけ。 
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・対数の大小関係を求められる。 

（例）次の数の大小関係を，不等号を用いて 

表せ。 

（１） 5log 3 ， 7log 3   

（２） 5log 3.0 ，
5

1
log 3.0  

 

・やや複雑な対数の大小関係を求められる。 

(例) 次の数の大小関係を，不等号を用いて 

表せ。 

3log7 5 ， 4log6 5 ， 7log4 5  

 

・ bxa log 、 bxa log の形の対数方程式、対数不

等式を解くことができる。 

（例）次の方程式，不等式を解け。 

（１） 5log 3 x  

（２）   41log 2 x  

 

・二つ以上の対数を含む対数方程式、対数不等式を解

くことができる。 

（例） 次の方程式，不等式を解け。 

（１）     53log1log 22  xx  

（２）   23loglog 22  xx  

 

・常用対数表を用いて、様々な数の常用対数を求めら

れる。 

 

（例）常用対数表を用いて， 280log 10 の値を 

求めよ。 

 

・対数の性質を用いて、四則計算ができる。 

（例） 次の計算をせよ。 

（１）
25

1
log

5
 

（２） 9log7log5log 753   

（３）
2

3
log3log

2

1
2log 222   
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(4) 

三

角

関

数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 角の拡張 

角の概念を一般角まで拡張する意義や弧度法によ

る角度の表し方について理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 三角関数 

（ア）三角関数とそのグラフ 

三角関数とそのグラフの特徴について理解するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・常用対数を用いて、自然数の桁数や小数第何位に０

でない数が現れるかなどを求められる。 

（例１）
502 は何桁の数か。  

ただし， 3010.02log
10

 とする。 

（例２）

40

3

1








は小数第何位に初めて0 でない 

数が現れるか。ただし， 4771.03log
10

  

とする。 

 

 

・角の範囲を一般角まで拡張し、弧度法も扱うことが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・弧度法を用いて、扇形の面積や周の長さを求めるこ

とができる。 

 

 

 

・一般角の正弦・余弦・正接を求めることができる。 

 

 

 

 

 

（例１）次の角を，度数は弧度に，弧度は度

数に，それぞれ書き直せ。 

（１）60°   （２） 450 ° 

（３） π
6

13
   （４） π

4

13
  

（例２）次の角の動径を図示せよ。また，第

何象限の角か答えよ。 

 （１）390°   （２） 420 ° 

（例）θが次の値のとき， θsin ， θcos ， θtan  

の値をそれぞれ求めよ。 

（１） π
6

17
    （２） π

4

3
  

（例）半径が４，中心角が π
3

2
の扇形の弧の

長さと面積を求めよ。   
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(ｲ) 三角関数の基本的な性質 

三角関数について、相互関係などの基本的な性質

を理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角関数の周期性やグラフを理解できる。 

 

 

・ )(),(),( θθθ bfyafyafy  のグラフをかくこ

とができる。 

 

・正弦、余弦、正接のうち、一つの値から相互関係の

公式を活用して残りの二つの値を求めることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）次の値を求めよ。 

（１）π＜θ＜２π，
4

3
cos θ のとき，

θθtan,sin の値を求めよ。 

（２）θの動径が第３象限にあり，

3tan θ のとき， θθcos,sin の値を求めよ。 

（例）下の図は，関数 θcosy のグラフであ

る。図中のA～Dの値を求めよ。 

 

（例）次の関数のグラフをかけ。また，その

周期を答えよ。 

（１） θ＋１siny  

（２） θcos3y  

（３） )
3

cos(
π

θy  
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ウ 三角関数の加法定理 

三角関数の加法定理を理解し、それを用いて２倍

角の公式を導くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角関数を含む簡単な方程式、不等式の解を求める

ことができる。 

 

・三角関数を含む方程式、不等式の解を求めたり、三

角関数の最大や最小について考察できる。 

 

・加法定理を用いて値を求めることができる。 

 

・２倍角の公式を用いて値を求めることができる。 

 

 

（例）次の値を求めよ。 

（１）sin75° （２）cos165° 

（例）
5

3
sin,

2
0  α　

π
α のとき， 

α2sin , α2cos の値を求めよ。 

（例１）0≦θ＜２πのとき，次の方程式，不

等式を解け。 

（１） 1sincos2 2  θθ  

（２） 01cos2 2 ≧θ  

 

（例２）関数 θcos2y  について，以下の

場合の最大値、最小値を求めよ。ま

た，そのときのθの値を求めよ。 

（１） π≦θ≦
3

2
0  

（２） π≦θ≦
4

5
0  

（例）0≦θ＜２πのとき，次の方程式，不等

式を解け。 

（１）
2

1
sin θ  （２）

2

1
cos θ  

（３）
2

1
sinθ＞   （４）

2

1
cos ≦θ  

（５） 1tan    （６） 3tan   
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(5) 

微

分 

・ 

積

分

の

考 

え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 微分の考え 

（ア）微分係数と導関数 

微分係数や導関数の意味について理解し、関数の

定数倍、和及び差の導関数を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角関数の合成ができる。 

 

・加法定理を理解し、活用できる。 

 

・加法定理から導き出された様々な公式を活用できる。 

 

・三角関数の合成を用いて、方程式や不等式を解くこ

とができる。 

 

・簡単な整式で表された関数について、平均変化率や

限を利用して微分係数や導関数を求めることができ

る。 

（例１）関数 2)( xxf  について，次の問に答 

えよ。 

（１） 1x から hx  1 まで変化するとき 

の平均変化率を求めよ。 

（２）（１）の結果を利用して， )1('f を求めよ。 

（例２）定義にしたがって，次の関数の導関数を 

求めよ。 
23xy   

 

（例）0≦x＜２πのとき，次の方程式，不等

式を解け。 

（１） 1cossin  xx  

（２） 0cossin3 ≧xx   

（例）αが鋭角で，βが鈍角で 

5

2
sin,

4

1
cos  βα のとき， 

     )cos(),sin( α＋ββα の値を 

求めよ。 

（例）0≦x＜２πのとき，次の方程式，不等

式を解け。 

（１） xx cos2sin   

（２） 22coscos3  xx  

（例）次の式を )sin( αθr の形に変形せよ。

ただし， 0r  , ―π＜α＜πとする。 

（１） θθ cossin   

（２） θθ cos3sin   
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（イ）導関数の応用 

導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調

べ、グラフの概形をかくこと。また、微分の考えを

事象の考察に活用すること。 

 

 

・３次までの整式で表された関数について、平均変化

率や極限を利用して微分係数や導関数を求めること

ができる。 

（例１）定義にしたがって，次の関数の導関数を 

求めよ。 

xxy 52 2   

 

・微分係数の値等の与えられた条件からその関数を決

定することができる。 

（例）次の条件をすべて満たす２次関数を求めよ。 

   2)0( f ， 3)0(' f ， 1)1(' f  

 

・ x以外の変数を含む場合の導関数を求めることがで

きる。 

（例）半径r の球の表面積S と体積V をそれぞ 

れr の関数と考え，S とV をr で微分せよ。 

・
1)'(  nn nxx や導関数の性質を利用して導関数を求

めたり、微分係数を求めることができる。 

（例１） )5)(3(  xxy を微分せよ。 

（例２）関数 23 2)( xxxf  について， 

)3(' f を求めよ。 

 

・放物線上の点における接線の傾きや接線の方程式を

求めることができる。 

（例）放物線 xxy  2 上の点（１，２）に 

おける接線の方程式を求めなさい。 

 

 

・放物線上にない点から放物線に引いた接線の方程式

および接点の座標を求めることができる。 

（例）放物線 42  xy に点（１，１）から引い 

た接線の方程式と，接点の座標を求めなさ 

い。 

 

 

・２次や３次の関数について，増減や極値を調べたり，

グラフの概形をかいたりすることができる。また区

間が制限された最大値や最小値を求めることができ

る。 
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・文字定数を含む２次や３次の関数について，増減や

極値を調べる等の考察できる。 

（例）関数 13 23  xxy の極値を調べ，その 

グラフをかきなさい。また－１≦ x ≦４に 

おける最大値，最小値を求めよ。 

 

 

 

・具体的な事象の考察を微分の考え方を用いることが

できる。 

（例）底面の半径と高さの和が 12cm の円柱がある。

この円柱について，次の問に答えよ。 

（１）底面の半径を x cm，体積を y cm
3
とする 

とき， y を x で表せ。 

（２）円柱の体積の最大値を求めよ。 

 

（例）aは定数とする。次の各場合に， 

関数 )(2 axxy  の極値を調べよ。 

   ① 0a     ② 0a  

 

・具体的な事象の考察を微分の考え方を用いることが

できる。 

（例）一辺の長さが12 cmの正方形がある。この 

四隅から一辺の長さがx cmの正方形を切り 

とって，直方体を作る。この箱の容積が最大 

になるときのxの値を求めよ。またそのとき 

の体積求めよ。 

 

・３次関数の極値や極値をとるときのxの値から，そ

の関数を決定することができる。 

（例）関数 2)( 23  bxaxxxf が 1x で 

極大値をとり， 3x で極小値をとるよう 

に，定数a，b の値を定めなさい。また， 

極値を求めよ。 

 

・関数の増減を調べたりグラフをかいたりし，３次方

程式の実数解の個数を求めたり，不等式を証明するこ

とができる。 

（例）方程式 0133  xx の実数解の個数を 

求めよ。 
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イ 積分の考え 

（ア）不定積分と定積分 

不定積分及び定積分の意味について理解し、関数

の定数倍、和及び差の不定積分や定積分を求めるこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）面積 

定積分を用いて直線や関数のグラフで囲まれた図

形の面積を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

・不定積分及び定積分の意味や微分との関係について

理解し，２次までの関数の不定積分や定積分の値を求

めることができる。 

（例）  

（１）不定積分  dxxx )562( 2
を求めなさい。 

（２） 34)('  xxF ， 0)1( F の 2つの条件を 

ともに満たす関数 )(xF を求めよ。 

（３）定積分 
2

1
)3)(1( dxxx を求めなさい。 

・関数や積分区間に文字定数を含む定積分の計算がで

きたり，定積分の様々な性質を利用して効率よく計算

することができる。また
x

a
dttf )( の導関数が )(xf

であることを理解する。 

（例１）次の式を計算せよ。 

（１）  


2

1

2
2

1

2 )23()23( dxxxdxxx  

（２）  


3

1

3
3

2

3 )24()42( dxxxdxxx  

（例２）等式 12)( 2  xxdttf
x

a
を満たす 

関数 )(xf ，および定数aを求めよ。 

 

・放物線や直線で囲まれた部分の面積を求めることが

できる。 

（例）  

（１）放物線 12  xy と直線 1x ， 2x  

で囲まれた図形の面積を求めなさい。 

（２）放物線 92  xy とx軸で囲まれた図形 

の面積を求めなさい。 

・放物線や直線で囲まれた部分の面積を求めることが

できる。 

（例）放物線 12  xy と直線 1 xy で囲ま 

れた図形の面積を求めなさい。 
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